
ｲﾝﾄ柳嘩"､瑳藤良純の x州~l6
インド･釈尊あれこれ紀行
l

－ j－－、
ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
総
会
の
会
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と
な
っ
た
六
鹿
園
研
究
所

イ
ン
ド
僧
に
よ
る
開
会
式

ﾋﾏｰﾁｬﾙ･ﾌﾗﾃｰｼｭ州ﾋｰﾙ



ｲﾝ駕蹴ｲ〃 ド･釈尊あれこれ紀行Nol6
六鹿園研究所は循環社会を

目指している

INEBの創始者はタイ人のスラック氏、

僧侶ではない。右は筆者

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
（
冒
房
日
胃
さ
口
昌
ｚ
ｇ
言
○
禺
旦
閃
口
魑
鴨
。

ｍ
且
目
厨
日
社
会
貢
献
型
仏
教
）
の
２
０
１
９
年
の

総
会
が
、
北
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ル
プ
ラ
デ
ー

シ
ュ
州
の
ビ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
ビ
ー
ル
は
州
都
シ

ム
ラ
の
北
に
あ
り
、
首
都
デ
リ
ー
か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ

機
で
１
時
間
半
、
バ
ス
で
皿
時
間
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
麓
の
自
然
豊
か
な
地
だ
。

会
場
は
、
六
鹿
園
研
究
所
（
デ
イ
ア
ー
パ
ー
ク

イ
ン
ス
テ
イ
テ
イ
ユ
ー
ト
）
で
、
小
高
い
丘
の
上

に
僧
院
と
宿
泊
施
設
が
あ
る
。
総
会
に
は
日
本
の
各

宗
派
の
僧
侶
も
参
加
、
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加

し
、
研
究
所
に
宿
泊
し
た
。
研
究
所
に
は
畑
も
あ
り
、

自
給
自
足
の
生
活
が
で
き
る
。
所
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
日
本
人
女
性
で
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し

て
い
る
。
小
さ
い
な
が
ら
図
書
館
も
あ
る
。

ま
た
、
ビ
ー
ル
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
有
名
で
あ

る
。
皿
月
と
皿
月
は
世
界
中
か
ら
人
々
が
集
ま
る
。

毎
日
二
十
人
く
ら
い
が
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
い
る
。

ビ
ー
ル
に
は
チ
ベ
ッ
ト
人
が
多
く
住
み
、
言
葉
や

”



水流で回る省エネルギーのマニ車

暦
６
日
日
■
■
■
■
■

ー

hー一己

．
Ｌ
毎
白

ザ

〃に
、

』 墨

、

Ｆ
■

ノルブリンカ研究所での曼奈羅、木像の制作の様子

店
の
看
板
は
全
て
チ
ベ
ッ
ト
語
で
あ
る
。

ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
研
究
所
（
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
と
は
チ

ベ
ッ
ト
の
都
ラ
サ
の
宮
殿
の
下
に
あ
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
離
宮
の
名
前
）
が
あ
り
、
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々

が
美
術
や
工
芸
姉
を
作
る
練
習
や
訓
練
が
さ
れ
て
い

て
、
彼
ら
が
作
っ
た
工
芸
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
土

産
物
で
は
ア
ル
パ
カ
が
有
名
。
カ
シ
ミ
ヤ
よ
り
高
い

も
の
だ
が
、
そ
の
最
高
級
ア
ル
パ
カ
で
も
安
い
。
ま

た
マ
ニ
車
が
あ
り
、
中
で
も
水
流
で
回
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
形
の
マ
ニ
車
も
あ
っ
た
。
車
は
金
属
製
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
人
が
多
い
の
は
現
在
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の

亡
命
政
府
が
あ
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
住
む
ダ
ラ
ム
サ

ラ
の
東
別
キ
ロ
に
あ
る
同
じ
町
だ
か
ら
で
あ
る
。

渡
航
前
に
そ
の
た
め
の
警
備
も
あ
り
、
訪
問
に
は

特
別
な
許
可
が
必
要
と
な
る
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
特

に
問
題
は
な
か
っ
た
。
現
在
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
皿

世
で
、
Ｆ
世
紀
（
１
６
４
２
年
）
に
成
立
し
た
政
府

の
政
治
的
、
宗
教
的
元
首
で
あ
る
。
最
近
、
宗
教
と

政
治
の
分
離
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
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ヒマヤラ山脈を見ながらのハングライダー
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佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
．
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
§
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
艸
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

調
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
伽
有
余
回
。
著
書
に
「
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
‘
一
、
『
釈
尊
の
生
涯
一
な
ど
多
数
。

1℃『品号
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
Ｍ
世
と
筆
者

へ

蕊
■二 A

巳

ｰ

L

L

'1
，，｣し

E』-｣了

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
最
大
の
ゲ
ル
ク

派
に
属
し
、
観
音
菩
薩
の
化
身
（
生
ま
れ
変
わ
り
）

と
さ
れ
る
。
時
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
没
す
る
と
、
そ

の
遺
言
や
遺
体
の
状
況
、
神
託
に
よ
り
、
ラ
サ
か
ら

約
１
４
５
キ
ロ
の
チ
ョ
コ
ル
ギ
ャ
ル
の
村
に
あ
る
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
守
護
神
、
バ
ル
デ
ン
ハ
モ
（
吉
祥

天
）
の
魂
が
宿
る
と
さ
れ
る
聖
な
る
湖
ラ
モ
イ
・
ラ

ッ
オ
湖
の
観
察
、
夢
占
い
、
何
ら
か
の
奇
跡
な
ど
を

も
と
に
、
僧
た
ち
に
よ
っ
て
次
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が

生
ま
れ
る
地
方
や
い
く
つ
か
特
徴
が
予
言
さ
れ
る
。

そ
の
場
所
に
行
っ
て
子
供
を
探
し
、
誕
生
時
の
特

徴
や
癖
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
予
言
に
合
う
子

供
を
候
補
者
に
選
ぶ
。
そ
の
上
で
そ
の
候
補
者
が
本

当
の
化
身
か
ど
う
か
、
前
世
の
記
憶
を
試
し
調
査
す

る
。
例
え
ば
、
先
代
ゆ
か
り
の
品
物
と
そ
う
で
な
い

品
物
を
同
時
に
見
せ
て
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
持
ち
物

に
愛
着
を
示
し
た
時
、
あ
る
い
は
そ
の
持
ち
物
で
先

代
が
行
っ
て
い
た
こ
と
と
同
様
の
癖
を
行
っ
た
り
し

た
場
合
、
そ
の
子
供
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
生
ま
れ
変

わ
り
と
認
定
さ
れ
る
。
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